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中・高校生に対するコンタクトレンズについて

の実効性ある学校保健活動

*********************************************

医療法人小笠原眼科クリニック 小笠原孝祐

名)の眼科学校医を担当しているが、平成26年度

時点におけるCL使用者は中学生ではH7%(52

名 )、 高校生では305%(261名 )であった。使用
しているCLの 内訳は、中学生では全員が使い捨て

ソフトコンタクトレンズ (以下、SCL)、 高校生で

は985%が使い捨てSCLであった。使い捨てSCLの

うち、中学生では 1日 使い捨てSCLが 750%、 2週

間頻回交換SCLが250%であり、高校生では 1日使
い捨てSCLが354%、 2週間頻回交換SCLが631%
であり、ハー ドコンタクトレンズ (以下、HCL)を

使用 している生徒は15%(4名 )で あった。ま
た、オルソケラトロジーレンズを使用している生徒

はいなかった。今回報告する学校保健活動を行う前

のCL使用状況は、日本眼科医会による平成24年度

学校現場でのCL使用状況調査結果ならびにCLメ ー

カーであるジョンソン・エンド・ジョンソン社の調

査結果とほぼ一致していた。すなわちCLを購入す

る祭、眼科の検査を受けない生徒が高校生では

50%以上にのぼっており、また、眼科の定期的な

検査を受ける頻度も学年が上になるに従い減少し、

高校 3年生では半数以下という状況であった。その

理由の第 1位 としては「自覚的に眼にトラブルがな

く、検査の必要を感じない」ということが60%を

占めていた。このような状況においては、CLに伴

う眼障害の発生が危惧されることは当然であり、何

らかの対策を推し進める必要性を感じ、 3年前から

以下に記載する内容の取り組みを導入した。

<は じめに>
コンタクトレンズ (以下、CL)使用開始年齢は

若年化が進み、中 。高校生における使用者数は年々

増加している。CL↓おい臓のペースメーカーや人工

関節等と同じ「高度管理医療機器Jに 属している

が、これは眼の健康に重大な影響を与える可能性が

あることを国の行政機関が認めているということで

ある。しかしながら、CL使用者の定期検診受診率

は決して高いものではなく、重篤な眼合併症の報告

も後を絶たない。また、眼科での検査、処方を受け

ずにインターネットや通信販売でCLを購入してい

る生徒も増加しているという報告がなされている。

最近、若年者のカラーCL障害が大きく取り上げら

れているが、そのことは被害者の意識の低さが根底

にあることが指摘されている。CLに 関する諸問題

については、CLの処方のあり方等の答申がなされ

るとともに、CLに よる眼障害調査の集計結果報告

ならびに学校現場でのCL使用状況調査結果からみ

た問題点と対策が議論され、その解決策が長年にわ

たり模索されてきた。CLが安全に使用され、眼障

害患者の減少につながる対応を行政側に求めること

も重要ではあるが、それには限界があることも事実

と思われる。

このような現状においてCLを使用している中・

高校生に対する啓発を目的とした実効性ある学校保

健活動の試みについて報告させて頂く。

<背 景>

筆者は盛岡市 (人口30万人の中核市)の市立中

学校 (生徒数450名 )と岩手県立高校 (生徒数840
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(資料 3)

2)⊂ Lケースの細菌培養実験による啓発活動

著者が学校医を担当している県立高校はSSH

(Super science High School)の指定校であり、昨

年度は期末考査が終了した翌日に指導職員 2名のも

と科学部員12名 と希望生徒15名 でCLケースの細菌

培養実験を行った。その模様を図 1に示す。また、

あわせてカラーCLの色素溶出実験も行った。生徒

達はきわめて熱心に、且つ興味深く実験に取り組ん

でおり、CL使用上における自己管理の重要性を認

識する良い機会であると考えられた。また、希望者

(昨年度は23名 )にはCLケースの一般細菌検査を行
い、抗生物質に対する薬剤感受性検査まで行った。

無料で実施しているため、多くの生徒に検査を実施

したかったのであるが、父兄からの許可を得る必要

があること、また、容器を持って検査を受ける時間

をとれない生徒が多いことが検査数の増加に結びつ

かなかった大きな事由と考えている。ちなみにCL

ケースの一般細菌検査で菌が検出された生徒は約 1

割であったが、乾燥させたケースを持参する生徒も

いたことから、実際にはもっと高率であると推測 し

ている。

カラーコンタクトレンズの色素溶出実験

(図 1)

<成果と課題>
1)中学生
「コンタクトレンズライフ 1日 &1週間」を用い
た指導を継続することにより、自己評価することや

他者との比較にて、自分なりに意識してCLの装着

時間を減らすように気を付ける生徒が増加した。具

実験の様子 1

実験の様子 2

普通寒天培地培養結果
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(図 5)

<ま とめ>

中・高校生を取り巻くコンタクトレンズに関わる

問題は看過出来ないものであり、学校長の理解のも

と、学校医と養護教諭が連携し、コンタクトレンズ

を使用している生徒にその使用に対する啓発、すな

わち「コンタクトレンズを使用することの危機意

識Jと「自分の身体は自分で守っていくことJを伝

えることを通してコンタクトレンズ使用に関する若

年時からの学校保健活動の充実がきわめて重要であ

ることを強調したい。
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定期検診を受 すていない
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